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教員の紹介

沖 清豪（おき きよたけ）

研究領域・学問領域は以下の通り

教育社会学（主に高等教育改革）
初年次教育、ＩＲ（大学自身を内部で調査研究して改
善策を模索する）、学生支援の調査研究

教育制度学
高大接続改革、英国における公正・公平問題

教育行政学
学校評価（これまで埼玉県の県立学校等で実務）
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演習４・10が目指していること
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教育学演習４・10は、共通する関心に応じて編成された3～6名のグループで

の調査研究を通じて、履修生に教育学のうち特に高等教育・中等教育改革に
関するテーマの知見を深めること（テーマ）、文献読解・論文執筆・報告といっ
た汎用的なアカデミックスキルを身に付けること（スキル）、および質的調査法
と量的調査法という社会科学全般に適用可能な研究方法を理解し活用できる
ようにすること（研究方法）の三つの目標を達成するための演習です。

【演習４・10の到達目標】
演習４・10では、グループで設定した【テーマ】について、学術的に調べ、考える
訓練を通じて

(1)本格的な質的調査法（①M-ＧＴＡ（修正版グランテッド・セオリー・アプローチ）
ないし②TEA（複線径路等至性アプローチ）のいずれかを経験することが研究方
法での目標です。
(2)テーマが量的調査（アンケート）に適合する場合は、半年かけて準備して、学
術的に意味のある量的調査を実施します。

→ 3年間で沖ゼミを2年履修して２つの質的調査を実施するか、質的調査と量
的調査の両方経験するのが理想です。最低限自分に必要な技法どちらかを経
験するのが良いでしょう（ただしグループやテーマによって実際に採用する方法
は変わる可能性があります）

(3) 「・・・とは何か」（だけ）ではなく「なぜ・・・となっているのか（いないのか）」と
いう研究仮説＝問いを設定できるようになることがテーマとスキルに関する目標
です。
→（卒業）論文を書くため＝課題設定ができるようになるための一つの道標とな
ります。
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22年度→23年度のテーマ

• 22年度の全体テーマ

「コロナ禍における高大接続
改革」→実際には…

① 高校：進路多様校にお
けるキャリア開発

② 高校：大学・学部選択

③ 高校：進学校の分離選
択

④ 高大接続：入学前後の
能力ギャップの調査

• 23年度の全体テーマ新
「学習指導要領下におけ
る高大接続改革」

• 高校：新学習指導要領
（高校１・2年生）の影
響を調べる

• 高大接続：入学者選抜
改革の影響を考える

• 大学：初年次教育・学生
寮に注目し、教育改革に
注目する

成果を【発信】する

• 演習4・10では成果を以下の方法で（複数の形で）まとめ、報
告することを重要な目標としています。

① グループごとにレポートをまとめる（必要に応じて印刷・製
本し関係者に配布する）

② 1月末の教育学研究発表大会で報告する（2011年度以降
継続中）→ 学内外向けに報告会を開催したことも（2003年
度）

③ Student Competitionに参加する（2012・14年・16年度 ２回
奨励賞をいただいきました）

④ ウェブに報告書をアップする（2000年度から断続的に実施
していました。2013年度に再開しました。） →

http://www.f.waseda.jp/okikiyo/を参照（学外から見ることがで
きるものは限定的です…。学内のネットから閲覧してください）
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http://www.f.waseda.jp/okikiyo/
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ウェブ上にある
報告書類を是非ご覧ください！

（学外から見ることができるものは限定的です…。
学内のネットから閲覧してください）
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質的調査の
分析例：
M-GTA法

通称
「もやし」
（この写真は鴨
川セミナーハウ
スでのもの）

2023年度のスケジュール案

• 4月～5月下旬 5分スピーチ
– 5分スピーチ 短めの論文を4分で要約・報告し、自分
の意見を1分でまとめる訓練（文献解題）＋関連テー
マの基礎知識の習得を目指します。

• 6月～7月 調査テーマ設定＋グループ編成

• 7月～12月 訪問調査（聞き取り）～ゼミでの
報告

• 12月～2月 合宿を通じて報告集作成＋報
告会
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参考：沖ゼミ（＋沖卒）出身者の進路

• 2001年3月以降の卒業生（毎年10名弱）で…
研究者になった方…大学教員（千葉大2名、玉川大、
関西学院大、早大センター講師）

大学職員になった方…気づいたら10名以上（学内は1
名だけですが）

教員になった方…隔年ぐらい（時々3名とか）
公務員になった方…隔年で1名（大学評価・学生支援
機構等）

ゼミ・卒論で学んだ専門性を活かす仕事に就く傾向が
あります。専門教育の重要性を感じてください。
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